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 暑さの厳しかった夏 やく終盤を迎え、時折吹く涼しい風に秋の訪れを 
感じられるようになり 。毎日聞こえていた蝉の声も草むらに鳴く 
虫の音に変わり、日に の色も深くなってきたように感じます。 
 
 晃の園で始めた家庭 ３年目を迎え、今年もフルーツトマト、きゅうり、ナス等々たくさんの夏野菜を

収穫する事ができまし 段はあまり野菜を好んで召し上がらない入居者様にも、畑の野菜はとても魅力的

なようです。目に見え の成長、普段の食卓では味わえない新鮮な野菜に入居者様も大満足のようです。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 

 
 
 

今日のおやつは茹でとうもろ

こしです。旬のご馳走に皆さん

目が輝いていました。 
 下準備を手伝って下さった入

居者様は、思ったより固い皮を

素早くそして綺麗に剥いて下さ

いました。 

昔の友との再会に手を取り合

い、笑顔で顔を合わせる２人。 
「久しぶりだなぁ、元気だった

だねぇ～」と話が弾む、弾む！ 
お茶を飲みながら、少し若かり

し頃にタイムスリップ･･･、ごゆ

っくりどうぞ。 

先日、紫苑ユニットの中庭で

行なわれた枝豆の収穫は、一回

目をはるかに超えた大収穫とな

り、切り取るのも大変なほどで

した。入居者様からもいろいろ

アドバイスをいただきながらの

楽しい収穫でした。 

釘付けです。上手に取れたでしょ

うか? 
流れてくるソーメンは何故か

いつもより美味しそうに見えま

す。皆さんたくさん召し上がって

くださいました。 

黄蘗と曙ユニットの間の中庭

で桃を収穫しました。毎日様子

を見ながら「どう？」「まだ？」

と首を長くして待っていた桃で

す。少しだけ硬い皮を入居者様

がキレイに剥いてくださりまし

た。さてさてお味のほうは？ 

外出でもなく特別なイベントでもない・・・、普段の生活の風景です。こういった普段の生活の中で

の入居者様の笑顔こそが、とても大事なものに思えます。 

中庭で

の流しソ

ーメン。

皆様しっ

かりキャ

ッチしよ

うと目が 

入居者

様が熱心

に読まれ

ているの

は昔の国

語の教科

書です。 

「これをずっと読んでたんだも

の、もう覚えちゃってるよ」 
と懐かしげにお話して下さる入

居者様もいらっしゃいました。 
なんだか皆さんの小学生の頃

が目に浮かぶようでした。 
 

普段の生活の中で 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ここに掲載した写真や記事は、晃の園ホームページ上の掲示板｢旬のネタ｣から抜粋したものです。掲示板

「旬のネタ」には現場からのニュースが随時掲載されています。ここに掲載しきれなかったニュースや話題

もたくさんありますので、よろしければご覧ください。晃の園ホームページには”晃の園”で検索するか次の
アドレスからアクセスしてください。  

    http://www1.ocn.ne.jp/~suruga/hikari/
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日に空
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た。普

る野菜
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踊らにゃそんそん！ 

今回は、地域の方たちと力を合わせての夏祭り開催となりました。

味自慢の５つのお店が軒を連ねたのです。お好み焼き、焼きそば、お

でんに、きんつば、ほおば餅に炊き込みご飯などなど。美味しい匂い

に誘われるように、どの店にも行列ができていました。 

 
 

ヨーヨー釣りもみんなに大人気！ 上手に輪に引っ掛

け、２個も３個も釣り上げる子供達が大勢いました。入

居者様も童心に戻って楽しまれたようです。 

 

盆

協力してくださ

た。その姿に触

一緒に場を盛り

童心に戻って楽しんでください 

楪と新樹の夏祭り  

 
地域の方達にもご協力いただきました  

 

 

 
 

 

園からも多数出店  

 ストラックアウトは子供たち

に大人気。みんな一生懸命にボ

ールを投げていました。食べ物

も綿菓子にラムネやジュースな

ど、たっぷりとご用意させてい

ただきました。 

  

  

 

 

 

盆踊りではこの日までに猛練習を重ね

た職員が色取り取りの浴衣に身を包み、雰

囲気作りに一役買ってくれました。 
その楽しそうな雰囲気に誘われて、いつ

しか入居者様や地域の方

 

 

 

 

 

最後は花火で癒されて 

 お祭りの最後を締めるものと言えば、やはりこれ、花火でしょうね。 
たくさん食べて、見て、笑って。どんなに疲れていても、夜空に上がる綺麗

な花火を見ると、不思議と心も体も癒され、幕を閉じた今年の夏祭りでした。

 清響の夏祭りは様々な踊りで幕を開けました。地域の

方が皆様を魅了する素敵な舞を披露すれば、入居者様も

お馴染みとなった“どじょうすくい”を披露してくださ

いました。研修に来ていた方も飛び入りで参加して、福

井の踊りを迫力のある動きで見せてくれました。 

 

そして今年も出ました！新人さんによる出し物。い

つからか恒例となり、入居者様の中には期待している

方も多く、新人さんたちにとっては大きなプレッシャ

ーがかかります。 
しかし勤務の合間に練習してきたという壮大な踊り

“ソーラン節”と手作りの衣装に皆さんから大きな歓

声と拍手が送られていました。 

当日は各ユニットで様々な食べ物やゲームといった催しも行われて

いました。ヨーヨー釣り、ボウリング、たこ焼き、チョコバナナ、わ

たがし、アイスクリームなどなど。どれも本格的な屋台風で、売って

いる方も買いに来る方も、きっと皆さん昔よく行った地元のお祭りを

思い出されたことでしょう。 
入居者様も懐かしさ半分、照れくささ半分で、わたがしをほお 
張っていらっしゃいました。 

 お祭りには、はっぴと浴衣姿で参加された方たちも多くいら

いました。カメラを向けると恥ずかしそうにしながらも 

素敵な笑顔を撮らせて下さいま 

した。皆さんお似合いでしたよ。 

新人職員さんによる踊りも大盛況 

踊りが自慢の祭りです 

清響の夏祭り 

お祭りの衣装はこれで決まりっ！！ 

懐かしさ半分、照れくささ半分 
太鼓は祭りの華です！ 

踊りに欠かせない太鼓にも地域の方が

り、見事な腕を披露してくださいまし

発されて、途中からは職員もバチを握り

上げてくれました。 

加わっていました。 
 っしゃ
々も踊りの輪に


